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大
震
災
以
来
、
三
度
目
の
暑
い
夏
に
な
り
、

救
世
軍
の
被
災
地
支
援
も
、
被
災
し
た
人
々

の
精
神
的
・
心
の
ケ
ア
を
意
識
し
た
支
援
へ

と
移
っ
て
い
る
。被
災
地
支
援
事
務
局
は
、地

元
に
で
き
る
だ
け
出
か
け
て
行
き
、
話
し
合

い
を
通
し
て
、
具
体
的
な
ニ
ー
ズ
を
リ
サ
ー

チ
し
、
支
援
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　

七
月
初
め
に
、
宮
城
県
女
川
町
の
女
川
小

学
校
に
、
緊
急
時
用
の
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
を

提
供
し
た
が
、
こ
れ
は
Ｙ
М
Ｃ
Ａ
を
通
し
て

の
要
請
に
応こ

た

え
た
も
の
で
あ
る
。

　

八
月
六
〜
八
日
、
救
世
軍
の
青
年
た
ち
の

ユ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
が
宮
城
県
南
三
陸
町
で

お
こ
な
わ
れ
た
。
参
加
者
た
ち
は
地
域
を
回

り
、今
も
残
る
震
災
の
爪つ

め

痕あ
と

を
実
際
に
見
、ま

た
救
世
軍
が
こ
の
地
域
で
支
援
し
た
商
工
会

議
所
や
ポ
ー
タ
ル
セ
ン
タ
ー
、
そ
し
て
、「
南

三
陸
さ
ん
さ
ん
商
店
街
」
を
見
学
。
そ
の
後
、

商
店
街
の
フ
ー
ド
コ
ー
ト
前
で
子
ど
も
会
を

お
こ
な
っ
た
。
仙
台
小
隊（
教
会
）の
竹
の
子

バ
ン
ド
を
中
心
に
楽
し
い
音
楽
や
歌
を
提
供

し
、集
ま
っ
て
き
た
子
ど
も
た
ち
と
共
に
、輪

投
げ
や
折
り
紙
、け
ん
玉
、ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

な
ど
の
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
だ
。

　

ポ
ー
タ
ル
セ
ン
タ
ー
（
仮
設
大
型
テ
ン
ト
・
多

目
的
ホ
ー
ル
）
は
、
先
の
「
南
三
陸
さ
ん
さ
ん

商
店
街
」
の
す
ぐ
そ
ば
に
建
設
中
だ
っ
た
が
、

完
成
し
、八
月
二
十
四
日
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・

セ
レ
モ
ニ
ー
が
お
こ
な
わ
れ
、
救
世
軍
か
ら

も
代
表
が
出
席
し
た
。

　

九
月
に
は
、
関
東
東
北
チ
ー
ム
が
岩
手
県

大
船
渡
市
の
仮
設
住
宅
を
訪
問
し
、
敬
老
の

日
の
お
祝
い
を
兼
ね
て
の
集
会
や
交
流
、
子

ど
も
会
な
ど
を
お
こ
な
っ
た
、
高
齢
者
や
子

ど
も
た
ち
と
一
緒
に
お
団
子
作
り
か
ら
始
ま

り
、
集
会
で
は
、
童
謡
や
賛
美
歌
を
歌
っ
た

り
、
バ
ン
ド
演
奏
や
大
型
紙
芝
居
を
共
に
楽

し
み
、
良
い
交
流
の
時
を
も
っ
た
。　

南三陸町

津波が襲った防災庁舎の前で

商店街での子ども会

落成したポータル
センターと、セレモ
ニーで挨拶する救世
軍代表者

　

六
月
十
四
日
、
香
港
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
セ

ク
レ
タ
リ
ー
と
財
務
部
長
が
救
世
軍
本
部
を

訪
問
。
そ
の
後
、
被
災
地
に
も
出
か
け
、
宮

城
県
女
川
町
の
出
島
に
作
業
船
で
渡
り
、
救

世
軍
の
支
援
の
様
子
を
視
察
し
た
。

　

六
月
十
七
〜
二
十
一
日
に
は
、
北
海
道

チ
ー
ム
が
再
び
岩
手
県
陸
前
高
田
市
を
訪
問
。

こ
の
地
域
を
訪
れ
る
の
は
十
二
回
目
で
あ
る

が
、
町
の
復
興
を
祈
り
、
交
流
を
感
謝
し
つ

つ
支
援
を
し
た
。
今
回
は
、
保
育
士
で
も
あ

る
け
ん
玉
有
段
者
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

参
加
し
、
二
つ
の
保
育
園
、
通
所
施
設
、
仮

設
住
宅
の
集
会
所
や
公
民
館
で
の
交
流
会
な

ど
で
、パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
お
こ
な
っ
た
。昼

食
は
、
ち
ら
し
寿
司
な
ど
を
作
っ
て
交
流
会

を
お
こ
な
い
、夕
食
は
炭
火
焼
き
の
豚
丼
（
450

食
）
を
用
意
し
、
食
事
会
を
も
っ
た
。

　

今
回
も
地
元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を

得
て
活
動
を
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
、
食
事

を
作
り
な
が
ら
、
良
い
交
流
を
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
ま
た
、
救
世
軍
新
生
寮
（
婦
人
保
護

施
設
）
か
ら
送
ら
れ
た
手
作
り
エ
プ
ロ
ン
を

協
力
者
に
使
っ
て
い
た
だ
い
た
。
北
海
道
か

ら
の
お
み
や
げ
（
ホ
ッ
ケ
や
菓
子
、
砂
場
カ
バ
ー
、

け
ん
玉
な
ど
）
も
喜
ば
れ
た
。

　

日
常
を
取
り
戻
し
て
い
る
よ
う
な
光
景
の

中
に
も
、大
変
な
経
験
が
あ
っ
た
こ
と
を
、何

人
か
の
方
々
か
ら
聞
く
機
会
が
あ
っ
た
。

　

六
月
二
十
五
〜
二
十
七
日
、
静
岡
県
浜
松

市
で
、救
世
軍
士
官（
伝
道
者
）講
習
会
が
お
こ

な
わ
れ
た
。
全
国
か
ら
三
十
七
人
の
士
官
が

召
集
さ
れ
た
。
テ
ー
マ
「
緊
急
災
害
救
援
活

動
の
学
び
」
の
下
、
緊
急
災
害
に
お
け
る
こ

れ
ま
で
の
救
世
軍
の
支
援
活
動
の
振
り
返
り

が
な
さ
れ
、
ま
た
こ
れ
か
ら
の
備
え
に
つ
い

て
、
災
害
時
の
活
動
や
、
心
の
ケ
ア
・
ス
ピ

リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
に
つ
い
て
の
研
修
が
な
さ

れ
た
。　
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陸前高田市

←↑保育園や公民館の交流会でも、
けん玉を使って楽しい時を提供

糠塚沢公民館交流会

浜松市で
保育園で

沿岸地区のかさ上げ工事の様子

士官講習会の様子
夕食のための豚丼作りでも、地元の
ボランティアの方の協力に感謝！

昼食作りも楽しい
交流の時となった

女川町

女川小学校に緊急用トランシーバーが提供された

緊急用トラン
シーバー

一緒にお団子作りをし、食べて、話して、歌って、良い交流

大船渡市
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被
災
地
で
は
、本
格
的
な
冬
を

迎
え
た
。

　

十
一
月
下
旬
に
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
の
救
世
軍
ウ
エ
リ
ン
ト

ン
・
シ
タ
デ
ル
・
バ
ン
ド
が
来
日
、

ツ
ア
ー
中
、
被
災
地
を
訪
問
し
た
。

　

宮
城
県
南
三
陸
町
で
は
、
旧
志

津
川
駅
と
防
災
庁
舎
の
跡
を
訪
れ
、

ウ
エ
リ
ン
ト
ン
市
小
隊
長
が
祈
り

を
献さ

さ

げ
た
。
そ
の
後
、
志
津
川
小

学
校
で
ス
ク
ー
ル
コ
ン
サ
ー
ト
を

お
こ
な
っ
た
。
こ
れ
に
は
、
現
在
、

同
校
に
仮
住
ま
い
を
し
て
い
る
戸

倉
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
も
参
加

し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
知
っ
て
い

る
曲
や
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
楽

隊
員
た
ち
の
演
奏
に
、
子
ど
も
た

ち
も
乗
っ
て
楽
し
ん
で
い
る
様
子

だ
っ
た
。
そ
の
後
「
南
三
陸
さ
ん

さ
ん
商
店
街
」
に
移
動
。
近
く
の

ポ
ー
タ
ル
セ
ン
タ
ー
で
の
コ
ン

サ
ー
ト
前
に
、
商
店
街
で
広
告
演

奏
を
し
た
。
ポ
ー
タ
ル
セ
ン
タ
ー

で
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
、
約
七
十

人
の
方
が
集
い
、約
四
十
分
間
、日

本
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
の
入
っ
た
曲
も

含
ま
れ
た
、
心
に
し
み
る
演
奏
に

耳
を
傾
け
た
。

　

夕
方
に
は
、
宮
城
県
女
川
町
へ

向
か
い
、
す
っ
か
り
日
が
落
ち
た

寒
さ
の
中
、「
き
ぼ
う
の
か
ね
商
店

街
」で
演
奏
し
た
。
こ
こ
に
は
、東

京
か
ら
キ
ャ
ン
テ
ィ
ー
ン
カ
ー
が

出
動
し
、
温
か
い
コ
コ
ア
と
綿
あ

め
を
、
寒
さ
の
中
で
演
奏
を
聞
い

て
く
だ
さ
っ
た
人
々
に
ふ
る
ま
っ

た
。
楽
隊
員
た
ち
は
、
ど
こ
で
も
、

積
極
的
に
人
々
と
の
交
流
を
し
た
。
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南三陸町の防災庁舎跡で祈りを献げるＷＣＢ楽隊員たち

南三陸町の志津川小学校でのスクールコンサート

「南三陸さんさん商店街」フードコート前での演奏

←女川町「きぼうのかね
商店街」でも、寒さの中
コンサートをおこなう

キャンティーンカーによる温か
いココアと綿あめを提供　→　

南三陸町

女川町

↑子どもたちとの
交流で盛り上がる

←ポータルセンターでのコンサート

ウエリントン・シタデル・バンド（ＷＣＢ）
in 被災地

　

被
災
地
で
は
、
震
災
後
三
回
目

の
お
正
月
を
迎
え
た
が
、
厳
し
い

寒
さ
の
中
、
復
興
へ
の
道
は
ま
だ

遠
く
、
月
日
だ
け
が
早
く
過
ぎ
て

い
く
よ
う
に
感
じ
て
い
る
人
々
も

多
い
。
救
世
軍
は
今
年
も
、
現
地

の
人
々
の
ニ
ー
ズ
を
聴
き
、
少
し

で
も
そ
れ
に
応
え
る
支
援
を
続
け

て
い
く
。

　

宮
城
県
女
川
町
の
離
島
出い

ず

島し
ま

へ

の
ウ
イ
ン
チ
の
提
供
は
、
昨
年
十

一
月
に
設
置
が
完
了
し
、
さ
っ
そ

く
船
の
修
理
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の

た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

ま
も
な
く
、
同
地
に
非
常
時
の
放

送
設
備
も
提
供
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

　

寒
さ
が
加
わ
る
中
、
岩
手
県
陸

前
高
田
市
内
の
全
小
中
学
校
に
は
、

石
油
ス
ト
ー
ブ
と
非
常
食
な
ど
が

提
供
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
津
波
警

報
が
出
る
な
ど
、
非
常
時
に
電
気

が
な
く
て
も
使
え
る
暖
房
が
必
要

と
の
要
請
に
応
え
た
も
の
で
あ
る
。

　

昨
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
前
に
は
、

郡
山
市
に
避
難
し
て
い
る
福
島
県

双
葉
町
の
自
治
会
の
要
請
で
ク
リ

ス
マ
ス
会
（
定
例
会
）
に
参
加
。
出

席
し
た
人
々
に
、
ホ
ッ
ト
コ
コ
ア

や
手
書
き
の
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド

な
ど
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
手
渡
し
た
。

　

ま
た
大
晦
日
に
は
、
昨
年
に
引

き
続
き
、
岩
手
県
大
船
渡
市
の
永

沢
仮
設
住
宅
を
訪
れ
、
子
ど
も
会

や
「
お
茶
っ
こ
」
を
催
し
、
そ
れ

と
と
も
に
、
各
家
庭
に
、
シ
ク
ラ

メ
ン
の
鉢
を
届
け
、
話
を
聴
く
時

を
も
っ
た
。

救世軍が支援した漁場監視船「い
づしま」は、出島で活躍している

新しく設置されたウイン
チで船のメンテナンス作
業開始

船をゆっくりと海から
引き上げる

船底を掃除したり、点検、
修理などをおこなう

「お茶っこ」を開き、民謡や賛美歌など
を歌ったり、地元のお菓子やタラ汁、お
こわなどを食べながら、交流の時をもつ

子ども会の後は綿あめと
ホットココアでおやつ

シクラメンの鉢を、一軒
一軒訪ねて手渡した。

女川町出島

大船渡市

双葉町から避難している
方々に手渡した手書きの
クリスマスカード

陸
前
高
田
市
の
全
小
中
学
校
に
、

石
油
ス
ト
ー
ブ
が
提
供
さ
れ
た

皆様のご支援、ご協力を
　　　　　心から感謝申し上げます。

お問い合わせ、ご献金は…… 　郵便振替口座 00180-5-4400 救世軍本営
　　　救世軍本営　　〒101-0051　東京都千代田区神田神保町2-17
　　　　http://www.salvationarmy.or.jp　℡ 03‐3237‐0881


